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外部記憶装置と関連メディア、デバイス／マテリアルの世界市場を調査 
 

*** モバイルＰＣへの採用拡大でＳＳＤが２０１２年に７,２６７億円（０７年比１１.３倍） *** 

 

マーケティング＆コンサルテーションの株式会社富士キメラ総研（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 田中 一志 

03-3664-5841）は、外部記憶装置（ストレージドライブ）と、関連するメディア､デバイス／マテリアル５０品目の

世界市場を調査した｡また、ＰＣ分野、Non-ＰＣ分野、ネットワーク分野における外部記憶装置（ストレージ）の将

来像予測と関連デバイスの市場動向及び技術動向を総括した。この結果を報告書「２００８ ストレージ関連市場総

調査」にまとめた。 

 

＜調査結果の概要＞ 

１．ストレージドライブ世界市場 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

９兆１,９０１億円 ９８.５％ ９兆１,８３１億円 ９９.９％ 

 ＰＣ及びＡＶ関連の光ディスクドライブ、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、ＳＳＤ（Solid State Drive）など

１９製品の世界市場は０７年に前年比１.５％減の９兆１,９０１億円となったが、０８年は前年比２.１％増の９兆

３,８２３億円が見込まれる。 

 ０７年のストレージドライブ市場の縮小はＰＣ用でＣＤ－ＲＯＭ／Ｒ／ＲＷ、Combo、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＡＶ用で

ＤＶＤレコーダ、ＣＤプレーヤ、ＤＶＤプレーヤが金額ベースで減少したことが影響している。尚、この市場で最も

大きなウエイトを占めることになったＨＤＤは、価格の下落が小幅に留まり前年比７％増の約３兆７,０００億円と

なった。また、ＰＣ用とＡＶ用の次世代ＤＶＤ（ﾌﾟﾚｰﾔ/ﾚｺｰﾀﾞ）は著しく拡大した他、ＳＳＤもノートＰＣへの搭載

（オプション）が進み前年比９０.８％増となった。０８年はＰＣ用とＡＶ用の次世代ＤＶＤとＳＳＤの伸びが、市

場拡大に貢献すると見込まれる 

引き続き従来機の減少は続くが、従来機から需要が移行している次世代ＤＶＤと、ＨＤＤの代替が期待されるＳＳ

Ｄは、今後も大幅に市場拡大し、ＨＤＤも年率２～３％の増加で推移すると見られる。ＨＤＤとＳＳＤの競合は激化

するが、２０１２年まではＨＤＤ市場がマイナスに転じるまでには至らないと予測される。 

１）ＰＣ用次世代ＤＶＤドライブ 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

５５３億円 ２２.１倍 ２,４４９億円 ４.４倍 

 ＰＣ用次世代ＤＶＤドライブは Three Reader（次世代ＤＶＤ－ＲＯＭ／ＤＶＤ－ＲＯＭ／ＣＤ－ＲＯＭ）、

Combo（次世代ＤＶＤ／ＣＤ－Ｗ）、Three Writer（次世代ＤＶＤ Writer／ＤＶＤ－Ｗ／ＣＤ－Ｗ）に分類され

る（ただしThree Readerは数量が僅少で、将来的市場性も疑問視されていることから調査対象から除外）。 

 ＰＣ用の記録型ＤＶＤドライブを除く各ドライブが減少する中、０７年の次世代ＤＶＤドライブの世界市場

は大幅に拡大して５５３億円となった。パッケージコンテンツが普及していないことと、高コストがネックと

なり需要の拡大は限定的であったが、０８年は前年の２.７倍の１,５００億円が見込まれる。２月に東芝が撤

退したことで、ＨＤ ＤＶＤと０７年に投入された Universal（Blu-ray／ＨＤ ＤＶＤ）ドライブも市場性を失

ったため、０８年の市場はほぼBlu-ray（ＢＤ）ドライブである。０８年にＰＣ用ドライブ市場の約１７％を占

める見込みの次世代ＤＶＤドライブは、２０１２年には約３４％を占めると予測される。 

ハイパワー青紫色半導体レーザ（ＬＤ）の供給量不足や価格面の問題から記録系であるThree Writerの本格

拡大は２０１０年以降とみられ、当面は次世代ＤＶＤドライブ市場をComboが牽引すると予測される。 

２）ＡＶ用次世代ＤＶＤプレーヤ／レコーダ 

 ２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

プレーヤ ６５５億円 ４.５倍 ５,１００億円 ７.８倍 

レコーダ ２４６億円 ２.４倍 ３,１５０億円 １２.８倍 
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 ０７年のＡＶ用次世代ＤＶＤプレーヤの世界市場は、前年の４.５倍の６５５億円となった。ＢＤプレーヤは

０６年末発売の Play Station3 に搭載されたのをはじめに、０７年には各社から相次いで新型プレーヤが投入

され本格的な立ち上がりを見せた。日本国内への投入は消極的であったが、主要メーカーは欧米向けに５００

～１,０００ドル前後の機種を展開した結果、数量ベースで６４万となった。一方、ＨＤ ＤＶＤプレーヤは日

本国内や北米で低価格機を展開し、数量ベースで６７万台と僅かにＢＤプレーヤを上回った。また、韓国メー

カーがUniversalプレーヤの展開を始めたが、８００～１,２００ドル程度と高価格であったため９万台に留ま

っている。０８年は東芝が撤退したことで、ほぼＢＤプレーヤの市場となる。ＢＤプレーヤはＨＤ ＤＶＤプレ

ーヤとの規格競争で多少価格は下がったが、従来型ＤＶＤプレーヤは非常に安価であり、メディアの普及の差

も大きいことから、移行は徐々に進むと予測される。 

 ０７年のＡＶ用次世代ＤＶＤレコーダの世界市場は、前年の２.４倍の２４６億円となった。Universal レコ

ーダは発売されておらず、ＢＤレコーダとＨＤ ＤＶＤレコーダの市場である。ＨＤ ＤＶＤレコーダは高価で

あることと、録画容量でＢＤレコーダに劣ることから２万台に留まり、ＢＤレコーダが１８万台と市場の９割

を占めている。０８年は規格統一の問題で買い控えをしていた需要を取り込むと見られ、１５０万台が見込ま

れる。 

 次世代機と従来機の金額ベースでの市場逆転はプレーヤが２０１２年、レコーダが２０１１年と予測される。 

３）ＳＳＤ（Solid State Drive＝ＨＤＤ代替のＮＡＮＤフラッシュメモリを使用したドライブ） 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

６４１億円 １９０.８％ ７,２６７億円 １１.３倍 

 ９０年代から軍事（兵器）向けや航空宇宙分野、カジノゲーム機、ＰＯＳ／券売機などの産業用途で使用さ

れている。ＰＣ向けは０６年からで、Samsung El が自社製品への搭載と、ソニーと富士通に供給を開始してい

る。回転機構がないため、振動や衝撃に強く、伝送速度も速い。Multi Level Cell の場合は書き換え回数が課

題である。 

 ０７年のＳＳＤの世界市場は、日系ノートＰＣメーカー全て（標準若しくはオプション）に採用され前年比

９０.８％増の６４１億円となった。数量ベース１７０万台の大半が海外での軍事や航空宇宙向けで、ＰＣ向け

は３０万台である。０７年までは軍事や産業向けが市場を牽引したが、０８年以降は急速なＮＡＮＤフラッシ

ュメモリの単価下落により、ＨＤＤを代替するＰＣ向けが拡大すると見られる。フラッグシップ、ハイエンド

モデルノートＰＣへの搭載を皮切りに、ミドルエンドクラスにも搭載が進むと見られる。低消費電力に注力す

るメーカーがデスクトップＰＣへの搭載に踏み切るという見方もある。 

 

２．ストレージメディア世界市場 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

３兆  ７２億円 １１１.５％ ３兆３,５０１億円 １１１.４％ 

光ディスク関連、ＨＤ関連、メモリーカード、ＵＳＢメモリなど１４品目の世界市場は、０７年に前年比１１.５％

増の３兆７２億円となり、０８年は前年比４.５％増の３兆１,４３４億円が見込まれる。 

 光ディスク関連ではＤＶＤのブランクメディア及び次世代メディアは全て拡大傾向にある。しかし、ＤＶＤブラン

クメディアもＨＤＤの大容量化やオンラインストレージの影響で２０１１年以降は縮小に転じると予測される。ＢＤ

系のメディアは今後大きな拡大を維持すると予測されるが、ＤＶＤより大容量であることや高価格であることから、

ＤＶＤ系メディアほどは大きな市場にならない可能性が高い。ＨＤ関連メディアは今後長期的に安定した拡大をする

と予測される。ブランクテープは市場が縮小しているものの、バックアップ用途で信頼性が高く、一定の需要を確保

すると見られる。 

１）メモリーカード 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

９,２９４億円 １２９.０％ １兆３,２５０億円 １４２.６％ 

 ＳＤ（Secure Digital memory card）やＭＳ（Memory Stick）などフラッシュメモリを使用した小型のメモ

リーカードを対象としている。ＵＳＢフラッシュドライブやＰＣＩ系のカードは含んでいない。 

 ＤＳＣ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾁﾙｶﾒﾗ）の数量拡大、カメラ画素数の増大とともに伸びてきたメモリーカード市場であるが、

年間１億台規模の市場となり成長率が鈍化したＤＳＣに変わって、現在は携帯電話機がメモリーカード市場の

牽引役となっている。 

 ０７年のメモリーカードの世界市場は、前年比２９.０％増の９,２９４億円となった。中でもＳＤが他を圧

倒しており、市場の約６８％を占めている。次いで０２年までトップシェアであったＭＳがウォークマン携帯
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やＰＳＰ需要に支えられ伸び、市場の約２４％を占めた。携帯電話機やＤＳＣのワイヤレス伝送、携帯電話機

では内蔵メモリの容量拡大などが市場拡大阻害要因となっているが、０８年以降の市場はＤＳＣ向けが微増か

ら横ばいで推移し、携帯電話機向けが２０１２年まで二桁成長を維持すると予測される。 

 

３．ストレージデバイス／マテリアル世界市場 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

３兆９,０７３億円 １１４.６％ ６兆１,７３１億円 １５８.０％ 

 デバイス／マテリアル２４品目の世界市場は、０７年に前年比１４.６％増の３兆９,０７３億円となり、０８年

は前年比６.０％増の４兆１,４２９億円が見込まれる。 

長期的に高い成長が期待されるのはフラッシュメモリ用のデバイス／マテリアルである。ハードディスク用は安定

的に拡大していくものの、２０１０年以降の成長は鈍化する。光ディスクドライブ、光ディスク用は短期的には成長

するものの、ＨＤＤやフラッシュメモリと競合し、長期的にはマイナス成長に転じる可能性が高い。データテープ用

は既に横ばい若しくは微減傾向であるが、減少率は小さく、一定の需要は確保していくと見られる。 

１）ＮＡＮＤフラッシュメモリ 

２００７年 前年比 ２０１２年予測 ２００７年比 

１兆６,７３３億円 １２９.６％ ３兆９,５６４億円 ２.４倍 

 ＮＡＮＤフラッシュメモリ市場は、ＤＳＣの外付けメモリーカード需要を中心に拡大してきたが、０５年か

らはポータブルオーディオや携帯電話機の内蔵メモリやメモリカードが市場を牽引しきた。０７年は新たな需

要としてＰＣが加わり、ＮＡＮＤフラッシュメモリ市場は前年比２９.６％増の１兆６,７３３億円となった。 

需要は０７年以降、メモリーカードなどのリムーバブル向けのウエイトが徐々に減少し、携帯電話機やポー

タブルオーディオ、０８年から本格的にＳＳＤ向け市場が立ち上がったＰＣ向けのウエイトが増加していく。

特にＨＤＤを代替するとみられるＳＳＤ需要への期待が高く、２０１２年には４兆円近い市場が予測される。 

以上 

＜調査方法＞ 

富士キメラ総研専門調査員による直接面接取材及び関連文献、データベースを併用 

 

＜調査対象＞ 

ストレージドライブ  ＣＤ-ＲＯＭドライブ、記録型ＤＶＤドライブ、次世代ＤＶＤドライブ、ＤＶＤ

レコーダ、ＨＤＤなど１９製品 

ストレージメディア  ＣＤ-Ｒ、ＣＤ-ＲＷ、ＤＶＤ±Ｒ/ＲＷ、ＤＶＤ-ＲＡＭ、ＨＤ、データテープ

など１４品目 

ストレージデバイス/マテリアル 光ピックアップ、半導体レーザ、ハードディスクサブストレートなど１７品目

 

＜調査期間＞ 

２００８年３月～４月 

 

＜為替レート＞ 本調査では下記のレートを採用している。 

年 度 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年以降

円／ＵＳドル 110.00 115.00 115.00 110.00 
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